
 

MSDが保管するプロファイルの更新 

サプライヤープロファイルのいずれかの項目（銀行情報、連絡先、住所、会社名など）に変更が生じた

場合は、当初のサプライヤー登録プロセスで提出した質問票を再提出することで情報を更新できます。

これは、SLP質問票（サプライヤー質問票）とも呼ばれます。 

注意：Aribaプロファイルを更新しても、MSDのデータベースに保存されたサプライヤー情報は更新さ

れません。これは、SLP質問票を再提出することによってのみ実行可能です。 

 

 

Aribaのサプライヤーログインページ 
（https://supplier.ariba.com/）にアクセスし、目的のアカウン

トにログインします。 

 

ご自身のプロファイル内で、画面の左上隅にある「Ariba 
Network」ボタンをクリックし、ドロップダウンメニューから 
「Ariba Proposals & Questionnaires（Ariba提案・質問票）」を

選択します。 

 

画面を下にスクロールし、「Registration Questionnaires 
（登録質問票）」セクションで「Supplier Registration 
Questionnaire（サプライヤー登録質問票）」リンクをクリック

します。 

 

変更したい情報を入力します（データを更新する際は、質問

票全体に回答し直す必要はありません）。 

https://supplier.ariba.com/


 

 

完了したら、質問票の下部にある「Submit Entire Response 
（全ての回答を提出）」ボタンをクリックし、プロンプトが表示

されたら「OK」をクリックして提出を確定します。 

 

質問票を提出してよいかどうかを確認するプロンプトが再度

表示されます。回答を提出するには「OK」ボタンを、提出前

にさらに修正を加える場合は「Cancel（キャンセル）」ボタンを

クリックします。 

 提出完了を知らせるメッセージが画面に表示されます。 
 
その後、質問票はMSDによるレビューを受け、承認される 
か、必要な修正を行うための再入力に向けて返送されま 
す。 
 
注意：レビュープロセスの一環として、提出内容の詳細を確

認するため、MSD職員からご連絡差し上げる場合がありま

す。 
 

 

 

 

 


